
［経営部門］ 

１．集落営農の経営分析支援の視覚化ツール 

 

［要約］ 

財務諸表等を入力することで集落営農組織の経営状況を視覚化するツールを作成した。

本ツールを用いることで、組織の改善点を構成員に分かりやすく説明できる。ま

た、関係機関による組織の運営支援に役立つ。  

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 作物・経営研究室  

［連絡先］電話086-955-0275 

［分類］ 技術  

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

本県の集落営農を維持発展させるためには、集落ビジョンを共有することが重要である

が、そのためには構成員全員が集落や組織の状況を把握する必要がある。そこで、構成員

に経営状況を分かりやすく説明するためのツールを開発し、集落営農の推進に資する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本ツールはエクセルマクロを用いたもので、集落営農の人員構成、経営面積、貸借対

照表、損益計算書及び固定資産の状況、当該年の部門別製造原価等財務諸表の値をそれ

ぞれ入力すると、経営面積やオペレーター数の推移、財務状況の推移及び部門別の収支

状況等の経営状況を視覚化して出力する（図１）。  

２．財務状況を視覚化するため、財務の安全性を稲の「茎と根」、収益性を「穂」、生産

性を「葉」、地域還元性を「土壌」に例え、優良（Ａ）、標準的（Ｂ）、要改善（Ｃ）

の３段階で評価して表示する。また、過去５年間のデータ入力から財務状況の年

次推移が比較できる（図１）。  

３．財務分析指標は、安全性４項目（流動比率、当座比率、固定長期適合率、自己資本比

率）、収益性４項目（総資本経常利益率、売上高経常利益率、売上高営業利益率、総資本

回転率）、生産性３項目（構成員１人当たり売上高、経営面積10a当たり売上高、付加価

値率）、地域還元性３項目（構成員１人当たり還元額、経営面積10a当たり還元額、構成

員還元率）の14項目を用いている（図１）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本ツールは、各農業普及指導センターに配布する。  

２．上記以外に内部留保と施設・機械の投資計画を比較、表示する機能等がある。  



出力例  

水稲 ・ 育苗 麦 大 豆 野 菜 そ の 他 合 計
23.9 15.2 15.2 1.7

37,519,000 9,690,000 10,131,000 2,703,000 0 60,043,000
26,000 8,000 8,000 131,000 0 173,000

0
期 首 材 料 棚 卸 高 0
種 苗 費 4,885,000 490,000 375,000 704,000 0 6,454,000
肥 料 費 2,015,000 2,207,000 0 673,000 0 4,895,000
農 薬 費 1,163,000 193,000 209,000 175,000 0 1,740,000
諸 材 料 費 726,000 109,000 165,000 277,000 0 1,277,000
△ 期 末 材 料 棚 卸 高 0
給与手当 （ 農産物生産） 4,964,000 1,263,000 2,426,000 3,086,000 0 11,739,000
雑 給 （ 農 産 物 生 産 ） 0
法定福利費（農産物生産） 114,000 37,000 37,000 8,000 0 196,000
福利厚生費（農産物生産） 0
作 業 用 衣 料 費 0

外 注費 作 業 委 託 料 364,000 1,143,000 584,000 0 0 2,091,000
農 具 費 149,000 49,000 55,000 11,000 0 264,000
修 繕 費 （ 農 産 物 生 産 ） 2,566,000 841,000 841,000 389,000 0 4,637,000
動 力 光 熱 費 1,099,000 360,000 360,000 76,000 0 1,895,000
共 済 掛 金 1,021,000 270,000 135,000 28,000 0 1,454,000
減価償却費（農産物生産） 3,624,000 1,187,000 1,187,000 249,000 0 6,247,000
支 払 地 代 2,970,000 973,000 973,000 205,000 0 5,121,000
賃 借 料 （ 農 産 物 生 産 ） 104,000 34,000 34,000 52,000 0 224,000
土 地 改 良 費 1,422,000 466,000 466,000 99,000 0 2,453,000
特 許 使 用 料 0
租税公課 （ 農産物生産） 0
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オペレーター

構成員数・オペレーター数の推移

70歳以上

60～69歳

50～59歳

49歳以下

年度

安全性評価
・流動比率 80.0 C 159.0 B 279.0 A
・当座比率 71.3 C 144.1 A 132.2 A
・固定長期適合率 120.0 C 65.0 B 63.0 A
・自己資本比率 26.0 B 35.4 B 32.0 B
収益性評価
・総資本経常利益率 3.0 C 13.2 B 24.0 A
・売上高経常利益率 1.0 C 20.1 B 38.0 A
・売上高営業利益率 -10.0 B 37.5 A 28.6 A
・総資本回転率 0.3 C 0.7 B 0.6 B
生産性評価
・構成員1人当たり売上高 86,204 C 453,905 B 1,023,314 A
・経営面積10a当たり売上高 30,077 C 70,104 B 140,386 A
・付加価値率 55.0 C 75.0 B 80.8 A
地域還元性評価
・構成員1人当たり還元額 99,097 C 384,180 A 345,622 A
・経営面積10a当たり還元額 25,349 C 53,345 B 47,415 B
・構成員還元率 28.0 C 29.6 C 52.0 A
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経 営 状 況 の 模 式 図

茎 根 ： 安 全 性
穂 ： 収 益 性
葉 ： 生 産 性
土 ： 地 域 還 元 性
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

図１ 入出力例  

［その他］ 

研究課題名：集落営農の維持・発展に向けた支援方策の解明  

予算区分：県単  

研究期間：2011～2013年度  

研究担当者：井上智博、河田員宏、橋新耕三  

関連情報等：１）平成22年度試験研究主要成果、61-62 

関連情報等：２）平成23年度試験研究主要成果、63-64 

関連情報等：３）平成25年度試験研究主要成果、71-72 

入力例  

・部門別製造  

 原価  

・人員構成  

・経営面積等  

・貸借対照表  

・損益計算書  

・固定資産の  

 状況  

・剰余金処分  

 案等  

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/105676_339149_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/291700_1161420_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/387741_2240440_misc.pdf

